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日本人就労高齢者における最大発揮 トルクと運動履歴との関係
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日本人就労高齢者における最大発揮 トルクと運動履歴との関係
樋口 雅俊,岡田 明,久本 誠一,宮野 道雄
要旨 :この研究の目的は日本人就労高齢者の最大発揮力と､現在行っている運動との関係について調査を行うことで
ある｡ 対象関節について､上肢は肩関節と肘関節､下肢は膝関節と足関節とした｡まずMake方式による矢状面内の等
尺性最大発揮力計測を行い､次にその値が現在の運動の有無に依存しているかどうか一元配置分散分析の後､多重比較
検定 (Fisher'spLSD)を行い確認した｡その結果､現在の運動と最大発揮力の関係において､男女とも上肢の関節に､
運動を行っている被験者と行っていない被験者の間に有意差が見られた｡
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